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住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制

度
を
前
向
き
に
検
討
す
る
気

は
あ
る
か
。

定
住
促
進
事
業
を
優
先

的
に
や
っ
て
い
く

町
長

　

人
口
増
加
と
活
性
化
を
図

る
た
め
に
空
き
家
の
改
修
費

に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
、

住
宅
を
取
得
し
た
時
に
補
助

金
を
交
付
す
る
定
住
住
宅
補

助
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

耐
震
化
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
が
必
要
で
は

稲
留
議
員

　

住
宅
の
耐
震
化
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
事
業
が
必
要
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い

町
長

　

熊
本
の
地
震
に
お
け
る
古

い
木
造
な
ど
の
被
害
状
況
か

ら
、
耐
震
化
基
準
を
国
と
し

て
も
再
度
見
直
す
意
向
に
あ

る
の
で
、
見
解
が
示
さ
れ
た

段
階
で
対
応
は
必
要
と
考
え

る
。定

住
促
進
対
策
は

稲
留
議
員

　

空
き
家
実
態
調
査
の
結
果

定
住
促
進
策
を
ど
う
す
る
か
。

積
極
的
に
取
り
組
む

町
長

　

活
用
可
能
な
空
き
家
物
件

に
係
る
情
報
収
集
や
情
報
発

信
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

な
お
、
66
件
の
空
き
家
所
有

者
に
空
き
家
バ
ン
ク
を
案
内

し
、
こ
れ
ま
で
に
14
人
の
登

録
申
請
が
あ
っ
た
。

国
保
税
の
都
道
府
県
化
の
目
的
は
何
か

稲
留
議
員

　

国
保
税
の
都
道
府
県
化
を

な
ぜ
す
る
の
か
、
目
的
は
何
か
。

財
政
運
営
が
県
に
移
行

町
長

　

市
町
村
が
国
保
財
政
運
営

を
し
て
き
て
い
る
中
で
高
齢
化
、

非
正
規
雇
用
、
低
所
得
の
増

加
形
態
で
厳
し
い
運
営
の
た
め

県
管
理
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

国
の
国
保
者
支
援
１
７
０
０
億

円
の
で
き
た
経
緯
は
何
か

稲
留
議
員

　

国
の
保
険
者
支
援
で
あ
る

１
７
０
０
億
円
の
で
き
た
経

緯
は
何
か
。

保
険
者
の
保
険
財
政
健

全
化
の
た
め
で
あ
る

保
健
福
祉
課
長

　

毎
年
医
療
費
が
増
大
し
て

い
る
た
め
、
国
保
財
政
に
充
て

て
各
保
険
者
の
保
険
財
政
の
健

全
化
を
促
す
た
め
創
設
さ
れ
た
。

本
町
へ
の
支
援
金
の
額
と
充
当
先
は

稲
留
議
員

　

大
崎
町
へ
の
こ
の
支
援
金
額

は
い
く
ら
で
ど
こ
に
充
当
し
た
か
。

27
年
度
は
３
７
８
２
万
８
千

円
で
医
療
分
に
充
当
し
た

保
健
福
祉
課
長

　

国
保
財
政
保
険
基
盤
安
定

繰
入
金
と
し
て
一
般
会
計
で

受
け
入
れ
し
、
国
保
会
計
に

繰
出
す
。
被
保
険
者
の
低
所

得
者
の
人
数
で
交
付
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

保
険
料
負
担
軽
減
に
取

り
組
む
よ
う
求
め
る

稲
留
議
員

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
を

し
な
が
ら
国
か
ら
の
交
付
金

が
な
け
れ
ば
運
営
で
き
な
い
。

　

本
町
も
医
療
費
が
増
え
て

き
て
い
る
。
今
後
も
被
保
険

者
の
保
険
料
負
担
軽
減
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
求
め
る
が
、

27
年
度
か
ら
30
年
度
に
か
け

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
額

は
い
く
ら
か
。

27
年
度
か
ら
28
年
度
当
初

合
計
１
億
７
千
万
円
で
あ
る

副
町
長

  

27
年
度
は
５
千
万
円
、
追
加

７
千
万
円
で
合
計
１
億
２
千
万

円
一
般
会
計
か
ら
繰
入
れ
し
た
。

28
年
度
当
初
で
ま
た
５
千
万

円
計
上
し
て
い
る
。

稲留　光晴 議員

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
検
討
を

空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
等
住
宅
政
策
を
優
先
に

住宅リフォーム助成　27年度実績と28年度予算
 【空き家リフォーム】

自治体 波及効果（工事費）（円）件数（件） 備　考Ｈ27実績 Ｈ28予算
鹿屋市 4951万8000 5050万 ４億313万6000 297 【　】空き家リフォーム助成率は住宅リフォームと同等

垂水市
684万3000 ７５０万 9095万8132 65 一般世帯は助成額は工事費の10％で１５万

（388万1000）（450万） （2638万7321） （14） （　）子育て世帯、助成額は工事費の30％で４５万

【４件】 【　】工事３０万以上で50％助成で５０万

志布志市 1000万 1000万 １億2000万 91

【250万・５件分】　　【　】空き家リフォーム助成はH28年度５/9より50％助成で50万、５件分を予算化

曽於市 1106万3000 1800万 1億5285万4546 100

【500万・10件分】　　【　】空き家リフォーム助成はH28年度から30％、上限50万円、10件分予算化

肝付町 ８９０万8000 1500万 ６６３１万8000 48 H26～Ｈ28期間

【　】空き家バンク登録で、家財道具処分などについては、1/2の補助で10万円上限。

＊＊大崎町の空き家数実態調査	
・空き家総件数…987 件　・特定空き家候補…322 件　・居住可能…470 件　・リフォームで居住可能…195 件


